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集まるう著者た-&/

大きく育つ日を楽しみに、桜、ケヤキ、ツツジ等の樹が 3月 9日、 16日の両日に勝浦町

青年会会員(会長・笹山芳宏、会員数25名 )の手によ って計243本が植え られました 。

会仏石 会コミュ二ティ公園 会立川発電所下 会パラオ林道

平戸ツツジ� 50本 (横瀬)
桜� 20本 桜� 40;本 つつじ� 20本

サクラ� 20本 平戸ツツジ� 33本
ケヤキ� 30本 ケヤキ� 20本 モクレン� |本

ケヤキ� 2本 ケヤキ� 2本


ノ、クモクレン� 1;本 サクラ� |本
 

会勤労者体育館 つばき� l本 月号4
サンシユ� 2本

町民のうごき

世帯数� 1，987・人口 男� 3，877 女� 4，053 計� 7，930(昭和61年 3月1日現在)

出生男� 4女� 3計� 7・死亡男� 4女� 4計� 8・転入男� 9女� 5計14・転出男11女� 8計19(昭和61年� 2月中)

広報かつうら� 4月号=190・昭和61年� 4月1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511 (代)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みつめよう未来集まろう若者たち

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



つ らザコ� 第190号 昭和61年� 4月1日 (2) iJ込

新
緑
の
グ
四
国
の
み
ち 
4

を
歩
け
歩
け

一
、
主
催

勝
浦
町

二
、
共
催

勝
浦
町
観
光
協
会

新
と
く
し
ま
県
民
運
動
勝
浦
町

推
進
協
議
会

三
、
期
日

昭
和
六
十

一
年
四

ω締
切
日
昭
和
六
十
一
年
四

ω月
二
十
五
日 

(金
)

申
込
先
勝
浦
町
産
業
課

月
二
十
七
日
(
日 
)

回

、

集

合

五
、
コ
ー
ス

時
同
壬
別
九
時
三
十
分 

存
)

i
(
A

場
所
婆
緩
尾
峠
休
憩
所

波
護
尾
休
憩
所
|
(
約
二
回
)←

一 

長
者
ケ
原
(
昼
食

・
ゲ
ー
ム 
)

解
散

・
婆
羅
尾
峠
休
惣
所
(
自

動
車
の
方
)
約
二
川 

横
小

(
徒
歩

T
|

T
E

T

の
で
、
安
全
に
は
充
分
気
を

配
り
、
事
故
の
な
い
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。(
特
に
小

さ
い
子
供
は
、
必
ず
父
兄
同

伴
く
だ
さ
い
。)

回
出
発
前
の
主
催
者
の
注
意
を

よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

山
間
雨
天
は
中
止
し
ま
す
。

(判
断
が
つ
か
な
い
時
は
、
お

手
数
で
す
が
主
催
者
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。)

み
か
ん
畑
を
歩
け
歩
け

F
』 

七
七
一 

|
四
三

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国
字

久
保
田
三
番
地 

L
O
八
八
五
四
|

一
一
|
二
五
一
一 

ω住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
性
別

電
話
番
号
を
明
示
し
て
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
、
電
話
で
お
申

込
く
だ
さ
い
。

九
、
そ
の
他

ω量
食
(
お
弁
当
)
水
筒

・
雨

具
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ

ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装

と
装
備
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ωω参
加
者
に
は
参
加
賞
、
ゲ
ー

ム
に
は
景
品
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

凶
当
日
の
参
加
に
よ
る
事
故
等

に
は
、
車
貝
任
を
も
て
ま
せ
ん

-

邑
重

d
の
方 
)
約
六
凶

出
発
午
前
十
時

解
散
長
者
ケ
原
午
後

一
時

ん
¥
〉
わ
い

六
、
参
加
者

七
、
参
加
費

八
、
申
込

当
日
受
け
付
け
も
で
き
ま
す
が
、

健
康
で
予
定
コ 
l
ス
を
歩
け
る

方
な
ら
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加

人
員
は
三
百
名
の
予
定
で
す
。

無
料

受
付
事
務
の
混
雑
を
さ
け
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
、
事
前
に
お

申
込
く
だ
さ
い
。 

参加しましょう

四国のみち

ウオーキング� 

ご家族で、またお友達とー諸に、婆羅

尾林道をドライブし長者ケ原の準高冷地

L~ "邑 野菜団地を見学するコースで自然の中

企昨年の*四国のみち、ウォーキ ング出発式 を歩き、自然との対話を深めながらふ
参加人員数� 200名

るさとの美しさにふれてみませんか。

企水呑大師でひと休みする冗童たち

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
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(3) 昭和61年 4月 1日 カミ Jコ つ ら 第 190号

昭
和
六
十
年
度

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

こ
の
春
も
、
四
月
六
日
か
ら
十

無
事
故
、
無
違
反
に
つ
な
が
る

唯

一
の
道
は
、
わ
た
し
た
ち

一
人

ひ
と
り
が
砂
交
通
事
故
を
な
く
そ

う 

と
の
決
意
を
新
た
に
安
全
運

転
、
安
全
歩
行
を
励
行
し
て
い
く

以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
み
な
さ
ん
が
お
互
い
に

注
意
し
合
っ
て
か
事
故
ゼ
ロ
。
を

達
成
し
ま
し
ょ
、
っ
。

運
動
の
重
点

|

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

・
へ
ル
メ

ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底 

2

高
齢
者
と
子
供
の
事
故
防

止 

3

二
輪
者
の
交
通
事
故
防
止

一

1

…

が
た
り
商
法
…
不
正
募
金

県
及
び
町
で
は
、
交
通
安
全
運

一

…

動
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
行
事
と
し
て


"
不
審
に
思
っ
た
ら

交
通
安
全
リ
レ
ー
を
次
の
と
お
り


実
施
し
ま
す
。
交
通
安
全
意
識
の


名
を
か
た
る
公
的
機
関
に
連
絡
を
“

高
拐
を
は
か
る
た
め
、
町
民
の
方


々
の
ご
参
加

・
ご
協
力
を
お
願
い

最
近
、
公
的
機
関
や
地
域
の
組

し
ま
す
。

織
か
ら
の
訪
問
の
よ
う
に
装
い

交
通
安
全
リ
レ 

伝
達
式

名
を
か
た
っ
て
、
商
品
を
販
売
し

日
時

四
月
七
日
(
月
)

た
り
、
寄
付
を
強
要
し
た
り
す
る

午
後
二
時
二
十
分 

午

悪
質
な
や
り
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

後
二
時
三
十
五
分

こ
う
し
た
悪
質
な
業
者
や
セ 

場
所

町
役
場
前

H

l

i

だ
と
気
づ

H

ル
ス
マ
ン
の
言
う
な
り
に
な
っ
て

い
る
と
「
市
価
よ
り
主
両
額
」
な

も
の
を

「必
要
以
上
」
に
購
入
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
後
に
な

っ
て
か
か
た
り
商
法 

昭
和
六
十
年
度
朝
桐
奨
学
賞
に

長
田
秀
樹
く
ん
と
瀧
花
智
子
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民

・
故
朝

桐
緒
平
先
生
の
尊
い
ご
遺
志
を
永

久
に
残
す
た
め
、
ご
遺
族
か
ら
寄

付
さ
れ
た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
毎
年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業

す
る
生
徒
の
中
で
、
学
業
や
人
物

が
優
秀
で
心
身
と
も
健
全
な
か
た

に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
、
解
約
や
返
口
聞
を
申
し
出
よ
う

V V V と
連
絡
し
て
も
、
次
の
よ
う
な
迎

由
で
、
結
局
、
消
費
者
の
ほ
う
が

あ
き
ら
め
て
し
ま
う
例
が
多
い
よ

う
で
す
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の 

虚
偽
の
説


明
。
は
口
答
な
の
で
立
証
が
困
難


J

商
品
を
受
け
取
り
、
代
金
を
全

額
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ

(一

定
期
間
内
な
ら
解

約
で
さ
る
こ
と 
)
は
適
用
さ
れ
な
い
。

業
者
が
解
約
に
応
じ
な
い
ー
ー

な
ど
の
た
め
交
渉
期
聞
が
長
引
き
、

わ
ず
ら
わ
し
さ
が
哨
す
半
面 
η

必

;龍花智子さん 長田秀樹 くん

(棚 野) (坂 本)

五
日
ま
で
の
十
日
間
、
全
国

一
斉

に
交
通
安
全
運
動
が
く
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

需
品
で
も
あ
る 

と
い
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
公
的
機
関
で
あ
る


福
祉
事
業
団
体
名
を
か
た
り
、
募


金
や
寄
付
を
強
制
さ
れ
る
例
も
あ


り
ま
す
。


皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
絶
大


な
ご
協
力
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
た


金
口
聞
は
有
効
に
使
わ
れ
た
い
も
の


で
す
。


購
入
や
募
金
等
を
勧
め
ら
れ
て

不
審
に
思
わ
れ
た
ら
必
ず
公
的
機

関
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

H

朝

桐

奨

学

賞

車
社
会
の
み
だ
し
な
み
“


"
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
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新
し
い
国
民
年
金

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
  
O
L
の
年
金


-
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
に
二
重
加
入

O
L

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・ 

も

国
民
年
金
に
加
入

現
在
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

基
礎
年
金
プ
ラ
ス
報
酬
比
例
の
年
金

-
厚
生
年
金
保
険
は
基
礎
年
金
に

上
乗
せ

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
は
国

民
年
金
に
も
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
、
六
十
五
歳
か
ら
は
国
民
年
金

か
ら
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
厚
生
年
金

保
険
の
年
金
は
、
原
則
と
し
て
、

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
に

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
下
回

の
よ
う
に
基
礎
年
金
に
プ
ラ
ス
す

る
上
乗
せ
の
年
金
を
担
当
し
ま
す

0

・
定
額
部
分
は
基
礎
年
金
に
吸
収

現
行
の
厚
生
年
金
保
険
の
年
金

は
、
定
額
部
分
と
報
酬
比
例
部
分

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
制
度

で
は
、
定
鋭
部
分
は
国
民
年
金
の

基
礎
年
金
に
時
収
さ
れ
、
厚
生
年

金
保
険
か
ら
は
、
現
行
の
報
酬
比

例
部
分
に
相
当
す
る
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

酬
月
額

一
五
O

現

国
民
年
金
・

基
礎
年
金

五
歳
か
ら
国
民
年
金
の
老
齢
慕
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た
人
が

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と

き
は
、
厚
生
年
金
保
険
加
入
分
は

老
齢
厚
生
年
金
と
し
て
上
乗
せ
す

る
形
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
老
齢

国
民
年
金
の
加
入
期
間
(
昭

却
・ 

昭
日

・ 
3
の
厚
生
年
金

4
i

し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

は
、
新
し
い
ま
4

制
度
が
実
施
さ

れ
る
昭
和
六
十

一
年
四
月

一
日
か

ら
、
厚
生
年
金
保
険
と
国
民
年
金

の
二
つ
め
ノ芸
制
度
に
同
時
に
加

し、 入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

保
険
の
加
入
期
間
は
国
民
年
金
の

加
入
期
間
と
み
な
さ
れ
ま
す
。)
が

二
十
五
年
(
昭
日

・
4
に
三
十
歳

以
上
の
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者

は
年
齢
に
応
じ
て
二
十
年 

二
十

四
年 
)
以
上
あ
る
人
に
は
、
六
十

し
か
し
、
現
行
の
厚
生
年
金
保

険
で
は
、
退
職
し
て
い
る
人
や
花

職
中
宇
も
給
料
の
低
い 

j

O
L

六
十
歳
か
ら
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
に

国
民
年
金
の
保
険
料
も
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
別
に
国

民
年
金
の
保
険
料
を
負
担
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
現
行
の
厚
生
年
金
保
険

で
は
加
入
資
格
に
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
新
制
度
で
は
、
勤

ιZZ

l
-

め
て
い
て
も
六
」
主
歳
に
な
れ
ば

厚
生 

保
険
に
加
入
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

六
十
五
歳

か
ら
は
誰
も
が
基
礎
ノ
去
五
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
加
入

す
る
必
要
が
な
く
な
る
た
め
で
す
。 

格
期
間
を
満
た
し
た
人
が
、
退
職

し
た
と
き
や
在
職
中
で
も
給
料
が

低
い 

(政
令
で
定
め
ら
れ
た
額 
)と

き
は
、

六
十
歳 

(昭
日
・ 

4
・
1

以
前
生
ま
れ
の
女
子
が
退
職
し
た

と
き
は
五
十
五
歳 
1
五
十
九
歳 
)

か
ら
、

六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
厚

生
年
金
保
険
独
自
の
給
付
と
し
て
、

老
齢
厚
生
矢
孟
が
特
別
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(標
準
報

、
0
0
0円
以
下 
)

人
に
は
、
六
十
歳 

(女
子
が
退
職

し
た
と
き
は
五
十
五
歳 
)
か
ら
老

齢
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
現
行
と
新
制
度
で
は
支
給
開

始
年
齢
に
五
年
の
差
が
つ
い
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
資

4

『
六
十
歳
か
ら

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

年金受給� 
(新)
国民 年金加入�  

(新� )
厚生年金保険加入厚生年金

保険加入

の

年

金
... 

MUS04
テキストボックス
新しい国民年金サラリーマンOLの年金厚生年金と国民年金に二重加入サラリーマンOLも国民年金に加入

MUS04
テキストボックス
基礎年金プラス報酬比例の年金
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主主
回ら

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
従
米
の
老

齢
年
金
は
、
退
職
し
て
被
保
険
者

支
給
の
仕
組
み
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
し
て
退
職
し

て
い
る
者
に
厚
生
年
金
保
険

の
独
自
給
付
と
し
て
、
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
に
達
す
る

ま
で
、
老
齢
厚
生
年
金
が
特

別
支
給
さ
れ
ま
す
。

六
十
歳
以
上
で
在
職
し
て

い
て
も
、
標
準
報
酬
月
額
が

一
定
の
等
級
以
下
で
あ
れ
ば

老
齢
厚
生
年
金
が
特
別
支
給

さ
れ
ま
す
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
の
額
は
、
定
額
部
介
と
報

酬
比
例
部
分
を
合
算
し
た
額

に
加
給
年
金
額
を
加
算
し
た

額
で
す
。

老
齢
厚
生
年
金
は
六
十
五
歳
か

問
老
齢
厚
生
年
金
の
特
別

特
別
支
給
は

老
齢
厚
生
年
金
の

新
年
金
に
お
答
え

一
、
支
給
要
件

川

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に

達
す
る
ま
で
の
聞
の
退
職
者
等

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険

者
期
聞
が
一
年
以
上
あ
る
者

で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る

者
が
、
六
十
歳
に
な
っ
た
後

に
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し

た
と
き
、
ま
た
は
被
保
険
者

資
格
を
喪
失
し
た
後
に
六
十

歳
に
な
っ
た
と
き
に
老
齢
厚

生
年
金
が
特
別
支
給
さ
れ
ま

す
。
�
 

(厚
生
法
附
則
第
八
条
、
第
十
四

条
、
改
正
法
附
則
第
五
十
七
条
)

凶

女
子
の
退
職
者

女
子
に
つ
い
て
は
、
改
正

前
は
老
齢
年
金
の
受
給
資
格

給
さ
れ
ま
す
。

F
h
u
 

十
歳
か
ら
支
給
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ら
の
者
に

端

は
、
当
分
の
問
、
六
�
 6

十
歳
か
ら
六
十
五

歳
に
迷
す
る
ま
で
.

改
正
前
の
老
齢
年

金
に
相
当
す
る
老

齢
厚
生
年
金
が
支

鳴
�
 

て
い
る
者
に
は
六

の
資
格
を
喪
失
し

む
 
a 


メミ

特別支給の 老齢厚生年金

老齢厚生年金 老齢基礎年金

生 年 月 日 随行日における年齢 支給開始年鈴

55歳昭和 7年4月l日以前に生まれた者� 54歳以上� 

昭和 7年 4月 2日から昭和 9年� 
4月 1日までに生まれた者� 

52歳以上� 
54歳未満 56歳� 

昭和 9年 4月 2日から昭和11年� 
4月 1日までに生まれた者� 

50歳以上� 
52歳未満 57歳� 

昭和11年 4月 2日から昭和13年� 
4月 1日までに生まれた者� 

48歳以上� 
50歳未満 58歳� 

昭和13年 4月2日から昭和15年� 
4月 1日までに生まれた者� 

46歳以上� 
48歳未満 59歳

期
間
を
満
た
し
て
お
り
、
被

保
険
者
資
格
を
喪
失
し
て
い

れ
ば
五
十
五
歳
か
ら
老
齢
年

金
が
支
給
さ
れ
て
い
た
の
で
、

老
齢
厚
生
年
金
の
特
別
支
給

も
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保

険
者
期
聞
が
二
十
年
以
上
あ

る
か
又
は
三
十
五
歳
以
後
の

期
聞
が
十
五
年
以
上
あ
り
退

職
し
て
い
る
場
合
に
は
、
昭

和
七
年
四
月

一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
五

十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
支
給
開
始
年
齢

は
、
次
表
の
よ
う
に
段
階
的

に
六
十
歳
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

太花太 花 太 花太
郎子郎 子 郎 子部
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鶴
林
寺
と
京
都
朝
廷
や
鎌
倉
幕

府
、
降
っ
て
は
伊
勢
皇
大
神
宮
と

の
関
係
交
流
を
推
察
せ
し
め
る
伝

、
え
や
説
話
が
寺
伝
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら、

都
の
隠
遁
詩
人
が
寺
に
来
遊
し
て

連
歌
俳
譜
を
こ
の
地
に
も
た
ら
し
、

ま
た
鶴
林
寺
の
僧
が
京
畿
地
方
に

修
行
に
行
き
連
俳
を
覚
、
え
て
き
た

こ
と
な
ど
も
想
像
さ
れ
る
。
ま
た

四
国
巡
礼
の
遍
路
の
な
か
に
は
俳

請
を
よ
く
す
る
人
が
い
て
、
僧
や

里
人
と

一
座
を
く
ん
で
、
法
楽
を

共
に
す
る
こ
と
が
屡
あ
っ
た
か
も

知
れ
ぬ
。
と
も
あ
れ
、
鶴
林
寺
を

中
心
に
し
て
、
文
芸
の
波
は
こ
の

山
聞
の
村
に
定
着
し
受
け
継
が
れ

て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

鶴
林
寺
で
は
、
明
治
初
年
火
災

に
て
庫
裡
焼
亡
す
る
ま
で
は
、
そ

こ
で
俳
諮
が
興
行
さ
れ
て
い
た
が
、

焼
失
後
は
山
麓
の
生
名
の
東
林
庵

(
芭
蕉
墓
の
所
在
地
)
に
て
興
行
さ

れ
た
。
鶴
林
寺
で
の
俳
諸
の
始
ま

り
は
い
つ
ご
ろ
で
あ
る
か
は
、
資

料
焼
失
し
て
不
明
で
あ
る
。
い
ま

庫
裡
の
欄
間
に
か
か
っ
て
あ
る
俳

句
の
奉
額
は
近
年
の
も
の
で
あ
る

と
、
寺
の
人
が
語
っ
て
い
た
。

明
治
十
三
年
五
十
九
歳
で
没
し

た
勝
浦
町
生
比
奈
の
倉
橋
輝
岳 
(こ

の
人
の
門
人
が
生
名
の
芭
蕉
墓
を

建
立
し
た
と
い
う
)
の
句
を
み
る

に
、
高
度
の
文
芸
意
識
と
人
生
教

養
の
深
さ
、
い
さ
ぎ
よ
さ
を
思
わ

せ
る
も
の
が
あ
り
、
し
か
も
強
い

歴
史
感
覚
の
燃
焼
さ
え
窺
ふ
こ
と

の
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
輝
岳
の
生
れ
育
っ
た
土
」
拠
の

伝
統
の
豊
か
さ
と
長
き
を
想
像
せ

し
め
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

町
史
に
諒
さ
れ
て
い
る
、
明
治

初
期
以
降
の
こ
の
地
の
俳
譜
結
社

か
互
に
相
競
う
様
柏
は
、
こ
の
地

方
の
俳
壇
の
歴
史
と
潮
流
と
人
脈

を
思
わ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
の
、

勝
浦
地
方
の
文
明
の
濃
度
の
高
き

を
一不
す
も
の
に
て
、
こ
の
こ
と
は、

た
だ
に
こ
の
地
方
の
み
の
特
異
現

象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

『或
は
政
道
に
た
づ
き
は
り
又

は
奉
公
に
隙
な
き
人
は
三
代
集 

(注

・
古
今
、
後
撲
、
拾
遺
集
)
千

載
集
、
新
古
今
、
名
所
の
抄
な
ど

は
是
非
共
に
阪
に
か
け
ら
れ
候
は

で
は
と
存
じ
候
。
老
後
の
人
小
児

な
ど
の
上
に
は
、
古
今
、
新
古
今
、

名
所
の
集
等
ば
か
り
を
と
り
も
ち

ふ
べ
く
候
』
と
て
、
連
歌
を
学
ぶ

素
人
衆
の
必
修
の
書
を
示
し
た
の

は
、
十
五
世
紀
室
町
時
代
中
期
の

宗
砥
で
あ
っ
た
。
名
所
の
抄

・
集

と
は
各
地
の
歌
枕
の
地
の
伝
来
の

欽
や
由
来
を
誌
し
た
案
内
記
で
あ

ろ
う
か
。
隠
遁
詩
人
た
ち
の
拠
り

ど
こ
ろ
と
し
た
文
明
文
化
が
ど
こ

に
あ
っ
た
か
が
察
知
で
き
う
る
し

『老
後
の
人
小
児
な
ど
』
教
養
を
も

っ
た
人
々
が
各
地
方
に
数
多
く
い

た
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き
う
る

の
で
あ
る
。

芭
蕉
墓
を
二
基
も
建
立
し
た
勝

浦
の
里
人
の
、
思
い
つ
め
た
よ
う

な
そ
の
心
情
は
限
り
な
く
懐
し
い
。

何
か
切
実
な
芭
蕉
翁
へ
の
思
い
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

勝
浦
町
生
名
よ
り
十
粁
ば
か
り

束
、
阿
南
市
富
岡
町
の
那
賀
川
近

く
に
あ
る
西
宮
神
社
境
内
に
あ
る

芭
蕉
句
碑

か
け
ふ
ば
か
り
人
も
年
よ
れ

初
し
ぐ
れ
。

生
名
の
芭
蕉
墓
の
全
景

こ
の
碑
を
察
内
し
て
く
れ
た
の

は
、
宮
司
助
石
さ
ん
の
母
刀
自
で

七
十
歳
を
越
え
た
人
、
こ
の
俳
句

は
芭
蕉
さ
ん
が
こ
こ
に
来
て
よ
ま

れ
た
句
で
あ
る
と
諾
っ
て
く
れ
た
。

保
田
興
重
郎
先
生
と
共
に
こ
こ
を

訪
れ
た
の
は
、
も
う
五
年
も
前
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
阿
波
の
山
河
と

共
に
息
づ
い
て
き
た
刀
自
の
方
言

と
、
そ
し
て
質
朴
で
穏
か
な
老
姐

の
容
顔
の
中
に
、
芭
蕉
さ
ん
は
い

き
い
き
と
生
き
て
い
た
。
翁
を
心

か
ら
慕
い
う
や
ま
い
、
父
祖
の
伝

え
を
純

一
に
信
じ
て
い
る
老
姐
の

中
に
生
き
て
い
る
、
芭
蕉
さ
ん
の

生
命
に
私
た
ち
は
手
を
合
わ
せ
拝

む
思
い
だ
っ
た
。

西
宮
神
社
に
は
、
幕
末
阿
波
の

生
ん
だ
国
学
者
池
辺
真
棒
先
生
の

和
歌
の
自
筆
刑
子
が
蔵
さ
れ
て
い

る
と
い
う
の
で
拝
見
に
来
た
の
で

あ
る
。
真
棒
先
生
は
古
語
拾
遺
新

註
を
著
し
、
年
若
く
し
て
獄
死
し

た
稀
有
物
国
学
者
で
あ
る
。
神
社

に
所
蔵
さ
れ
て
あ
る
古
文
書
に
交

っ
て
、
本
居
宣
長
翁
書
の
短
冊
が

一
菜
、
神
韻
婚
相
砂
と
も
い
う
べ
き

高
雅
な
筆
跡
で
あ
っ
た
。

勝
浦
の
里
人
に
と

っ
て
、
ま
た

西
宮
神
社
の
老
姐
に
と
っ
て
、
芭

蕉
さ
ん
は
、
ま
さ
に
そ
の
墓
に
眠

り
い
ま
し
、
そ
の
地
に
来
て
句
を

つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
事
実
を

正
し
明
ら
め
る
学
問
は
大
切
で
あ

り
有
用
で
あ
る
が
、
純
朴
天
真
め

こ
の
人
々
に
墓
の
真
偽
を
論
じ
、

翁
の
阿
波
来
訪
の
有
無
を
あ
げ
つ

ろ
う
こ
と
は
、
既
に
無
用
で
あ
り

冒
演
で
あ
る
。
そ
の
人
々
の
く
ら

し
と
魂
の
7
ち
に
芭
蕉
き
ん
は
生

命
生
き
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
芭

蕉
翁
の
精
神
と
そ
の
志
は
こ
れ
ら

の
人
々
の
想
い
の
中
に
根
を
お
ろ

し
、
や
が
て
い
つ
の
日
に
か
は
芽

吹
く
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
文

芸
文
化
の
継
承
と
い
い
伝
統
と
い

う
の
は
か
か
る
事
実
を
指
す
の
で

ホ
γ

。。
弘
法
大
師
の
掘
ら
れ
た
井
戸
、

築
か
れ
た
堤
、
植
え
ら
れ
た
木
な

ど
が
全
国
い
た
る
所
に
伝
、
ぇ
残
っ

て
い
る
。
現
今
の
史
学
は
こ
れ
を

事
実
無
恨
の
虚
説
な
り
と
抹
殺
す

る
。
し
か
し
、
大
師
の
精
神
と
教

説
の
真
実
は
、
か
え
っ
て
か
か
る

庶
民
の
口
説
と
信
仰
の
中
に
伝
わ

っ
て
い
る
こ
と
は
、
芭
蕉
き
ん
伝

説
も
同
じ
で
あ
ろ
、
っ
。

偉
人
巨
人
の
分
霊
を
祈
り
拝
む

の
は
、
わ
が
古
来
の
風
習
で
あ
る
。

勝
浦
の
皇
の
人
々
は
、
祖
先
伝
来

の
こ
の
風
に
従
っ
て
、
芭
蕉
さ
ん

の
霊
を
祈
り
拝
み
風
雅
の
道
を
た

ど
り
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
の

ご
と
き
、
心
ゆ
た
か
な
生
活
こ
そ
、

文
明
の
あ
か
し
で
あ
り
文
芸
創
造

の
根
源
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。(終

)

義
仲
寺

徳
島
県
勝
浦
町
の
芭
蕉
墓

奥

西

保

よ

り

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町の芭蕉墓
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あ
な
た
の
主
弛
は

三一一

川
一
咳
ペ
マ
ヌ
ヰ

ht

カ込

地
価
公
示
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

土
地
の
売
り
買
い

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い

H

か
よ
く
知
ら
ず
に
、
高
い
値
段

で
土
地
を
民
っ
て
し
ま
っ
た 

グ

あ
ら
か
じ
め
土
地
の
値
段
を
知

っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
起
こ
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
土

地
の
値
段
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
、
っ
か
。

土
地
の
値
段
は
、
街
の
不
動
産


屋
さ
ん
、
あ
る
い
は
知
人
な
ど
か


ら
聞
く
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う


が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。


そ
の
前
に
、
売
り
手
に
も
買
い

手
に
も
片
寄
ら
な
い
価
格
(
正
常

価
格
)
を
知
る
こ
と
は
、
も
っ
と

大
切
な
こ
と
で
す
。

ご
存
じ
で
す
珍

地
価
公
示

こ
の
正
常
価
絡
は
、
国
土
庁
の

土
地
鑑
{
志
委
員
会
科
毎
年
凶
月
初

め
に
発
表
す
る
地
価
公
一不
に
よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

地
価
公
示
と
は
、
み
な
さ
ん
が

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安 

(指

標
)
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

土
地
鑑
定
委
員
会
が
、
毎
年
全
同

の
標
準
的
な
土
地
を
選
ん
で
正
常

価
格
を
調
査
し
、
こ
れ
を

一
般
に

知
ら
せ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

役
場
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

地
価
公
示
価
格
は
、
今
年
は
四

月
二
日
の
官
報
で
公
示
さ
れ
ま
す

が
、
全
国
の
県
庁
、
市
町
村
役
場
、

出
張
所
な
ど
に
行
け
ば
だ
れ
で
も

簡
単
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

「地
価
公
示
価
格
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」
の
一
言
で
全
国
の
地
価

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

地
価
公
示
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

地
価
公
示
価
格
を
知
れ
ば
、
土

地
を
売
っ
た
り
、
買
っ
た
り
す
る

と
き
に
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
価
公
示
価
絡
は
、

言
っ
て
み
れ

ば
正
し
い
地
価
の 

モ
ノ
サ
シ 

で
す
。
こ
れ
を
大
い
に
活
用
し
た

い
も
の
で
す
。

あ
な
疋
の
目
が

地
価
を
監
視

地
価
を
安
定
し
た
も
の
に
す
る

に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
み
な
さ
ん
が

地
価
に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
を

持
つ
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
あ
な
た
の
目
が
地

側
を
監
視
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。。

。
。

四
月
は
地
価
会
歪
是
月
間
で
す
。

こ
の
月
間
中
に
は
、
社
団
法
人


日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
が
、
県
庁


所
在
地
な
ど
で
土
地
の
評
価
な
ど


に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
行
い


ま
す
。
土
地
の
価
格
を
知
り
た
い


H

と
思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
足
を


運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う


ム
以

u

八
注
〉
土
地
鑑
定
委
員
会
の
委

員
は
、
衆
参
両
院
の
同
意
を
得
て

任
命
さ
れ
て

い
ま
す
。

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

習
字
学
級

時
間

場
所

凶
月
十
日 

(木
)

四
月
二
十
四
日 

(木
)

午
後
九
時

i

午
後
七
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

※
今
年
度
か
ら
習
字
学
級
は
、
お

お
む
ね
木
曜
日
に
行
、 
2
工
疋
で
す
。

墨
絵
尚
子
級
凹
月
七
日 

(月
)

凹
月
十
七
日 

(木
)

時
間

午
後
七
時
三
十
分 
1
午

後
九
時
三
十
分

四
鋼
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

短
叡
学
級

五
月
十
日
(
土
)

題

「
さ
く
ら
」

出
諒
締
切
日

知るラ考えよラ


四
月
二
十
日

亀〈号ラ111審差別

勝
浦
会
館

講
座
の
開
講
は

五

月

か

ら

/

勝
浦
会
館
で
は
、
地
域
住
民
と

の
交
流
と
判
明
睦
を
深
め
、
同
和
問

題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
に
、

み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
各
種
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
勢
の
方
か
ら
希
望
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

中
か
ら
希
望
の
多
い
講
座
に
つ
い

て
五
月
か
ら
聞
き
ま
す
。

講
座
内
容
及
び
開
講
日
程
は
、

五
月
か
ら
毎
月
広
報
で
ご
案
内
し

宇土
 

?
。

身
体
障
害
者
パ
ス
割
引
証
明
書

(
割
引
券
)
ガ
手
帳
方
式
に
蛮
わ

り
ま
す 

四
月
か
ら

1

従
来
は
、
割
引
券
に
よ
っ
て


い
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
パ
ス

・


電
車
運
賃
割
引
証
(手
帳
)〔
昭
和


六
十
四
年
三
月
末
日
ま
で
有
効
〕


に
変
更
な
り
ま
す
。
身
体
障
害
者


手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、


こ
の
手
帳
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、


身
体
障
害
者
手
帳

・
写
真

・
印
鑑


を
持
参
し
住
民
福
祉
課
へ
お
申
出


く
だ
さ
い
。


な
お
、
交
付

・
使
用
等
の
詳
細

は
、
住
民
福
祉
課
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。(
現
行
の
割
引
券
綴
は
六

、

月
末
日
ま
で
か
使
用
で
き
ま
せ
ん

l

J 

d

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
あなたの土地はハウマッチ

MUS04
テキストボックス
知ろう考えようなくそう部落差別
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O O
登
録
料
二
千
百
円

注
射
料
二
千
二
百
円

必ず受けよ つ

4 

4 

4 
t 

0 

e 
t -t 

令

.. 
。 月日 H寺� I~I令

0 
t 午前 9: 30-9 : 50 

昭
和
六
十

一
年
度
の
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
、
次
の
日

程
で
実
地
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
場
所
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

合

計

四

千

三

百

円

も
し
、
今
回
受
け
ら
れ
な
い
か

た
は
、
五
月
二
十
五
日 

(日
)
に

坂本賞紫僑4 

所士義。... 
4.. 

.

. 

... 

4 

た
て
る
と
き
に
は
気
を
つ
け
て

.、」

10 : 00-10: 20 坂本郵便局前�  

t 
e 坂本大師円リ停留所� 10: 30-10: 50 
4 

11 : 00-11 : 30 勝農坂本事業所前月
p 
G 与 川内公 会堂 開l 11 : 40-12 : 00 
0 
t 
‘命
令� 午後� 1: 00-1・20

日

23 
勝良与川内事業所前4 

キタジマ木工前�  1 : 30-1 : 50 

休j徳パス横瀬営業所前� 2 : 00-2 : 20 

勝浦町農協前�  2・:30-3 : 10 
t。� 

3 : 20-3 : 40 中� LU 権現僑0 

0 

午前 9: 30-9 : 50 中 山 僑

立 川竹 田宅裏�  10 : 00 -10 : 10 

4 立 川 天 井 �  j拘l僑� 10 : 20 -10 : 40 

棚Ijl}公� tA 三，坐是，.ヱス ム� 11 : 00-ー11: 30 月

勝浦電報電話局前 
  11 : 40 -12 : 00 

24 
農村婦人の家 午後� 1: 00-1 : 20 

日� qJ 1)院円角湯浅医�  1 : 30-1 : 50 

I也福 寺 入 口同� 2 : 00-2 : 20 

生 名 東林!奄�  2 : 30-3 : 00 

生名センター前�  3 : 10-3 : 30 

星谷選果場 削 午前 9: 30-9 : 50 

森内氏毛池の横�  10 : 00 -10 : 20 

、〉スiZ勝 i雨� 館� 10: 30-10: 50 4 
今 山セ ンタ一前�  11: 00-11: 20 月

今 山神社前 
  11 : 30-11 : 50 

25 
石原センター前 午後� 1: 00-1 : 20 

日 古 山 商庖横�  1 : 30-1 : 50 

回 中 食堂南�  2 : 00-2 : 20 (針

生比奈農協前�  2 : 30-3 : 00 

勝浦町役場�  3 : 10-3 : 40 

。
四
月
二
十

一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
春
の
防
犯
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

暖
か
く
な
っ
て
く
る
に
つ
れ
て

家
の
戸
締
ま
り
が
お
ろ
そ
か
に
な

っ
て
き
ま
す
。
「
空
き
巣
狙
い
」

や
「
忍
び
込
み
」
と
い
っ
た
ド
ロ

ボ
ウ
犯
罪
が
急
に
増
、
え
て
き
ま
す
。

戸
締
ま
り
励
行
を
。

グ
盗
ら
れ
て
泣
く
よ
り

ま
ず
ム
戸
締
ま
り
を 
H

こいのぼりの季節です二

駐
在
所
だ
よ
り

い
の
ぼ
り
ゃ
吹
き
流

た
て
て
く
だ
さ
い 

0

し
が
電
線
に
巻
き
っ
か

な
い
よ
う
、
電
線
か
ら

十
分
離
れ
た
と
こ
ろ
に

H

補
正
注
射
を
実
施
し
ま
す
が
、
注

射
料
は
二
千
五
百
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
補
正
注
射
も
受
け
な
か
っ

た
場
合
、
個
別
訪
問
注
射
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合

の
注
射
料
は
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

。
犬
は
、
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま

し
ょ
う


。
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
必
ず
犬


の
首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う

。
小
犬
及
び
不
用
に
な
っ
た
犬
は
、

ち
ょ
っ
と
し
台
泊
断
ガ

。
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

十
日
間
、
春
め
全
国
交
通
安
全
運

動
が
始
ま
り
ま
す
。

四
月
は
気
候
も
よ
く
、
新
入
学

行
楽
期
で
気
持
ち
も
そ
わ
そ
わ
し
、

交
通
事
故
を
起
し
や
す
い
環
境
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

万
全
の
注
意
を
。 

保
健
所
、
役
場
に
連
絡
し
引
取

っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

・
ア
ル
ミ
ポ 

ル
な
ど
金

l

属
性
の
も
の
は
、
電
線

に
触
れ
る
と
大
変
危
険

で
す
の
で
、
と
く
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

つ
い
た
り
、
サ
オ
が
電

線
に
倒
れ
か
か
っ
た
と

き
は
、
絶
対
に
触
れ
な

い
で
、
す
く
近
く
の
四

国
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ

会」い
。

事
故
の
も
と 

昭和61年度狂犬病予防注射日程表

令
司

4 
t 

4 
t 
4 

@ 
p 
e 
t 

e 

4 
b 
e 
b 

包� 
e 
4 
P

P 
0 

0 
t 

t 

ー.� 
0 
t 

b 
e。
4 

4 
t 

d

万

一 

電
線
に
巻
き

J

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
必ず受けよう犬の登録と狂犬病予防注射

MUS04
テキストボックス
四電だよりこいのぼりの季節ですたてるときには気をつけて

MUS04
テキストボックス
駐在所だより
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1
'
i ~I;I:H繭
緋;
;


ぐ短歌〉

1 1 1


カ込

蜜
柑
出
荷
漸
く
終
へ
て
股
伸
せ
ば

そ
の
視
野
に
学
生
の
群
行
く

坂

本

畠

田

久

恵

蜜
柑
出
荷
妻
と
終
り
て
口
ご
も
る

後
継
者
な
き
空
な
瞳
で

坂

本

谷

富

士

梅
香
る
部
屋
に
結
び
し
杏
き
夢
ふ

た
り
で
か
ざ
す
ス
ト
ー
ブ
の
暖

坂

本

福

良

伴

二

這
い
初
め
し
孫
の
瞳
の
輝
き
て
ク

ロ
ー
ル
の
如
く
手
の
鳴
る
方
、
ぇ

坂

本

新

居

並

目

菅
ま
だ
堅
く
閉
せ
ど
老
梅
の
蓑
虫

も
共
に
息
づ
き
て
ゐ
る

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

日
脚
伸
び
梢
渡
れ
る
や
わ
ら
陽
に

香
り
漂
、
つ
紅
梅
の
花

の
ぼ
の
と
霜
を
鳴
ら
し
て
コ
ー
ト

へ

急

ぐ

中

角

平

間

豊

子

移
転
せ
む
事
を
知
る
か
に
白
梅
に

宿
り
し
露
は
一課
と
も
見
ゆ

杉
業
踏
み
降
り
来
し
山
の
湧
き
水

の
流
る
る
音
を
暫
し
聞
き
お
り

償
瀬
広
安
美
枝
子

洗
濯
物
干
し
つ
見
上
ぐ
る
空
は
早

春
の
譜
を
雲
が
画
き
お
り

横
瀬
中
回
ヤ
ス
ヱ

人
変
り
掛
け
た
る
椅
子
に
今
日
を

来
て
わ
れ
の
裡
な
る
心
音
を
聞
く

横

瀬

比

留

間

一

家
族
ら
も
薄
味
を
せ
し
齢
と
な
り

沢
庵
漬
に
も
塩
を 

か
、
え
ぬ

中
山

栗

城

絹

病
室
に
行
く
毎
小
さ
く
見
、
え
る
老

母
喜
ぶ
顔
に
一保
光
り
ぬ

立
川

前
田
チ
ヱ
子

熱
あ
り
て
畳
嗣
の
刻
も
寝
て
い
れ

は
何
か
食
べ
よ
と
夫
の
声
す
る

立
川

竹
田
あ
ゆ
み

活
け
終
へ
し
指
に
残
れ
る
菊
の
香

は
日
記
書
く
時
ほ
の
か
に
匂
う

立
川

堀

梅

子


朝
毎
に
蜜
柑
校
木
に
刺
し
置
け
ば

-
E
h
  

雀
特
庭
に
遊
べ
る


棚
野

一
楽

靖

子


夫
逝
き
て
生
活
立
て
来
し
細
き
腕


老
い
て
安
ら
ぎ
ス
テ
ィ
ッ
ク
握
る


U
V

J

レ

生

名

倉

橋

テ

ル

E
-

春
兆
す
允
エの
明
る
く
海
越
え
て
空


越
え
て
来
る
四
季
の
か
た
ち
に

杢
酔

原

田

和

助
ハ
 

生

名

丸

山

香

月


タ
削
席
に
誰
よ
り
も
後
に
座
す
妻


に
菊
正
宗
を
黙
し
て
注
げ
る


中
角
岡
本
は
つ
え

掛

谷

斎

藤

重

子

合
格
の
祈
り
を
こ
め
て
絵
馬
を
つ

る
日
差
し
に
梅
の
奮
ふ
く
ら
む(敏郎略〉

戸
鰭
の
窓3

月
刊
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

¥大
字
三
渓
字
西
谷

稚
野
吉
太
郎

/

東

大

阪

市

田

中

博

子 

-v-vお
誕
生
お
め
で
と
う

i

2
月
刊
日 

沼
江

小
室

未

成

、途
巡
も
な
く
開
き
た
る
自
動
ド
ア

病
院
の
外
は
雪
降
り
し
き
る

沼

江

大

間

停

チ

幾
度
か
止
め
得
ぬ
過
去
を
持
つ
わ

れ
の
禁
煙
誓
い
二
ヶ
月
を
過
ぐ

大
牢
輩
椎
野

士
朱
田

横

瀬

稼

勢

広

夫

和
幸 

一二
女
愛

F二
J

高
官
一寸
〈

子

今
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
生
名
字
北
前
山
田
セ
ツ
コ
(
乃
歳
)

大字
三淡
字
市
ノ
江
東
燦
ス
々
ミ
(
剖
歳
)

大
字
三
総
字
上
川
原
武
田
フ
ジ
ヱ 
(
河
歳 
)

大
字
三
ほ
の
半
神
谷
神
原
保
(
位
歳
)

大
字
三
翌
十
古
川
柏
木
徳
一
(
打
歳
)

大
字
中
角
字
五
十
回
片
岡
義
明
(
引
歳
)

大
字
沼
江
字
西
谷
松
田
武
平
(
引
歳 
)

大
字
坂
本
字
久
保
津
野
隆
男
(
臼
歳 
)

善

意
あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

2
月
間
日 
1
3
月
刊
日

~ 

J

E

大
牢
泡
江
岸
岡
孝
欠
/

i
;
一長
男
優

義

早

百

ム

ロ

ま
角
木
下
広
幸
J

i
長
男
和

A

L

E
Z 

L

主
一 

中
骨
斗
〈
一

z'

J
t

;
-7

2
ド 
ヤ
ム
口
市

/
一

コ

:

一ノ
木

英

美

¥

t
Z

長
女
陽

子 晃 介

茜

品

恵

美

子
』

」一二
女
久
美
子

護本
中

尾

也淳
む

長

男

健

一
出
獄
は
包
[
月
七巴
ま
で
に

一

一

三

句

ハ

ガ

キ

で

一

一
送
り
先

勝
浦
町
三
渓

一

間
博
蹴
背
広
夫
(
都
景
)
ま
で
一

一
町
内
在
住
の
か
だ
に
限
り
ま
す
。
一

一
次
回
路
短
歌
、
そ
の
次
は
川
柳
と
交
代
に
一

一
の
せ
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
没
句
くだ
さい。一

神

原

吉

徳

さ

ん

(
中

山
)

沢

野

智

一
さ
ん
(
坂
本
)

匿

名

(

中

山

)

名 

(横

瀬 
)

匿 匿

名

(

棚

野

)

以
上
の
か
だ
か
ら
社
協
善
意
銀

行
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

文
化
協
会
川
柳
ク
ラ
ブ
か
ら

川
柳
募
集
の
お
知
ら
せ

句
題海

(う
み
)、
静
か
、
看
護
婦
(
ナ

|
ス 
)
各
題
二
句
と
雑
詠
一
句
を

四
月
十
五
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
/

宛
先横

瀬

-中
田
ヤ
ス
ヱ


電
話 

一一
|
四
五
八


J

套一藻
楠

昨
臥
ム
ロ
/ 

4
・ 

清
さ
ん
(
生
名
)

一
男
さ
ん
(
与
川
内
)

恵
三
さ
ん
(
横
瀬
)

江
美
」7
一長
男
大

横

瀬

錦

内

ρ者

幸
せ
が
ス
テ
ィ
ッ
ク
持
つ
手
に
ほ

祐

武東前
田 {首長田

牢
舟
掬

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品



10) 第190号 カミ ザつ つ ら 昭和61年� 4月1日 (

重
�
 

T

s'l

中
・
心
臓
病
な
ど
の
循
環

炉
』
ニ
五
ソ

該
当
児

と

き

と
こ
ろ

該
当
児

と

き

器
疾
患
と
よ
ば
れ
る
病
気
は
、
高

内

容

�

 

血
圧
や
動
脈
硬
化
が
原
因
と
な
っ

家
庭
に
病
人
が
出
た
時
に
は

て
お
こ
っ
て
き
ま
す
。
予
防
の
決

手
当
の
仕
方
�
 

め
手
は
、
定
期
検
診
で
す
。

食
事
と
薬
に
つ
い
て
・
:
な
ど

O O O

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
三
種
混
�
 予
防
接
種

A

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

受
講
料

無
料
�
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と

き

※
受
講
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
住
民
福
祉
課
へ
四
月
十
日
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�
 

日 程

勝浦病院 
  

湯浅 医院 
  

21日 不用犬買い上げ日
日時 4月4日(針23日


勝浦 病院 
 4月� 2日ヤN 
午前 10時 一午後�  3時25日
人権・行政・厚生・福祉赤岩医 院@日 4 月 16 日~J<)

場所 住民福祉セ ンター� 2階⑮日 勝浦病院
成犬� 300円

(平日でも受付しておりますので)点
平日 午後6時~翌朝午前 9時 小犬� 100円
休日 午後フ時~翌朝午前9時

お気軽にお問い合わせください/

(テ
キ
ス
ト
作
百
円
の
み
)

4月定例!山配ごと相談

. 
〔電話番号〕� 

勝浦病院

2-2555 

山西医院

2-302ア

湯浅医院�  

2-2003 

赤岩医院�  

2-2006 

四
月
九
日
(
水
)

午
後
二
時
1
三
時

と
こ
ろ

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

内

容

�

 
血
圧
測
定

O

該
当
児

二
歳
�
 四
歳
未
満
の
子

i

巡回健康相談日程

月 日 時 問 士長 所� 

5月 7日� (水)
14 日(ァド)� 
21日体)

3日間� 

午前10時~

~午後 3時

小松島� 

赤十字病院� 

9月 3日休)
10日やね� 午前10時 小松島� 
17日やk} ~午後 3時 赤十字病院� 

3日間

一飼い犬は必ずつないてく ださい一

。
尿
検
査
�
 

接
種
方
法

第

一
期
・:
一
か
月
ご

と
に
三
回

第
二
期
:
第

一
期
終

了
後
十
二
か
月
1
十

八
か
月
後
に

一
回
接

料

金

そ
の
他
相
談

O無
料

乳
児
健
康
診
査

。
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

金

無
料

母
子
手
帳
、

月日 時 問 場 所

4月10日(村
午前� 10時-11時30分

午後� l時30分-3時

勝浦会館�  

之寸〉、� z凶hノム、iE〉、主""主」� 

17日(村 午前10時30分-11時30分 坂本集会所� 

24日附 午後� l時30分-3時 星谷集会所

四
月
四
日
(
金
)

午
後

一
時
三
十
分
�
 
1
三

※ 料

印
鑑
を
ご
持
参

時勝
浦
病
院

小
児
科

昭
和
六
十
年
六
月

一
日
�
 

く
だ
さ
い
。

j
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
れ
た
子
�
 

※

母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

去、ぃ
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診
の
結
果

一一月
二
十
七
、

二
十
八
日
に
笑

施
し
ま
し
た
検
診
の
結
果
は
、
受

診
者
五
百
四
十
三
名
中
二
十
九
名

の
要
精
密
の
か
た
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
か
た
だ
ち
に
は
す
で
に
通
知

し
精
密
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

異
常
の
な
い
五
百
十
四
名
に
つ
い

て
は
通
知
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

巡
回
健
康
相
談

乳
児
健
康
診
査

四
月
十
一
日
�
 (金
)

午
後

一
時
三
十
分
�
 
1
三

時勝
浦
病
院

小
児
科

昭
和
六
十
年
十
一
月

一

家
庭
看
護
教
室

こ
の
教
室
は、

寝
た
き
り
の
方

や
、
病
人
の
世
話
を
し
て
い
る
人

た
ち
の
た
め
に
看
護
の
基
礎
や
、

家
庭
に
あ
る
も
の
を
使
用
し
、
よ

り
よ
い
看
護
か
で
き
る
よ
う
開
講

す
る
も
の
で
す
。

夜間救急当番表� 

j
日
�
 六
十

一
年
二
月
二

十
八
日
ま
で
に
生
れ
た

子

※
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

支」い
。

脳
ホ
�
 

4同� 1日 勝浦 病院�  
」 赤岩 医院3日

勝浦病院5巳

山 西医院フ日

9日 勝浦病院

竹田 湯浅医院�  

⑬日 勝浦病院

15日 赤 岩 医院�  

17日 勝 浦 病院

19日 山西 医院�  

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス




